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　地域おこし協力隊は、活気ある地域づくりと、さまざまな活動
に取り組んでいます。特集特集 　　　　　　　　　　　　　　市・政策調整課　　　４２－１８０９市・政策調整課　　　４２－１８０９℡問

”活気ある地域づくり””活気ある地域づくり” を目指してを目指して

私たちは、私たちは、
地域おこし協力隊です地域おこし協力隊です

▼地域おこし協力隊とは、都市地域から過疎地域等の条件不利地域に住民票を異動し、「地域協
力活動」を行いながら、地域への定住・定着を図る取組です。
活動任期中（おおむね１年から最長３年まで）に、地域課題に対し、「個人目標」と「ミッショ

ン」に取り組みます。
留萌市が採用した協力隊は、これまでに隊員２０人（現役隊員を含む）です。このうち、任

期を終えた７人の隊員が留萌市に定住し、それぞれ暮らしています。
現在は、現役隊員３人（令和２年７月採用１人、令和６年１０月採用１人、令和６年１２月

採用１人）がそれぞれ活動しています。各隊員は、個々の目標や夢を持ち、定住・定着の道を模
索しながら、地域活性化の一助として、自身の才能や能力、特技などを生かして頑張っています。
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　令和２年から留萌市地域おこし協力隊として　令和２年から留萌市地域おこし協力隊として
活動している佐伯　結です。活動している佐伯　結です。
　ここ留萌市で生まれ育ち、東京からのＵター　ここ留萌市で生まれ育ち、東京からのＵター
ンという形で着任し、物産・道の駅アンテナショップ・留萌市出身アーティスト等に関することをンという形で着任し、物産・道の駅アンテナショップ・留萌市出身アーティスト等に関することを
取り組んできました。取り組んできました。
　協力隊卒業後は、実家である「ヨシザキレコード楽器店」の事業継承や、商店街活性にも携わり　協力隊卒業後は、実家である「ヨシザキレコード楽器店」の事業継承や、商店街活性にも携わり
ながら、留萌での生活をより楽しんでいけたらと思います。ながら、留萌での生活をより楽しんでいけたらと思います。

　地域協力活動を進めるためには、
地域おこし協力隊、地域住民、行政
がそれぞれの立場で連携していくこ
とがとても大切です。
　皆さんと共に協力し合いながら、
活気ある地域を一緒につくっていき
ましょう。

◎自身の才能・能力を
生かした活動

◎理想とする暮らしや生
き甲斐の発見

地域おこし協力隊地域おこし協力隊

◎斬新な視点
　（ヨソモノ・ワカモノ）
◎協力隊員の熱意と行動

力が地域に大きな刺激
を与える

地方公共団体地方公共団体地　域地　域
◎行政ではできなかった

柔軟な地域おこし策
◎住民が増えることによ

る地域の活性化

【出 身 地】【出 身 地】
留萌市　留萌市　

【主な活動】【主な活動】
道の駅るもいを中心と道の駅るもいを中心と
した地域振興などした地域振興など
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"Facebook" でまちの情報発信 同Facebook
　 ページQR▼▼留萌市地域おこし協力隊では、ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サー

ビス）の一つ、Facebook（フェイスブック）を活用して情報発信を行っています。
　「留萌市地域おこし協力隊」Facebook ページでは、市内の名所をはじめ、特
産品やイベントなど、隊員たちが見つけた移住者ならではの“まちの情報”を発
信しています。

【出 身 地】
　愛知県名古屋市　

【主な活動】
ＳＵＰをきっかけとした
市民がアウトドアを楽し
める環境づくり

【出 身 地】
　札幌市　

【主な活動】
ＳＵＰをきっかけとした
市民がアウトドアを楽し
める環境づくり
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　令和６年１０月から活動している淺野侑利で
す。
　私は名古屋市から来たので、留萌市の雪の量
に日々圧倒されています。ですが、地域の方は
人情味あふれる優しい方が多く、困ったことを
助けてくださるので、初めての冬を乗り越えら
れそうです。
　留萌市は夕陽など景色のロケーションも素晴
らしく、留萌ダムや瀬越海岸など、アウトドア
を楽しむ環境にも恵まれています。
　恵まれた環境にある留萌市でＳＵＰをきっか
けにさらに多くの方にアウトドアを楽しんでい
ただけるような環境づくりを進めていきたいで
す。

　令和６年１２月から活動している前北美和で
す。
　私は小さな頃から自然と触れ合う機会が多く、
毎年キャンプやウインタースポーツをしていま
した。
　アウトドアの魅力は非日常感を感じられたり、
自然の中でしか得られない新たな発見や気づき
があることです。
　これから、留萌市の協力隊としてＳＵＰやア
ウトドアアクティビティと深く関わり、少しで
も多くの方に体験してもらえるように、きっか
け作りや地域の方々との交流を大切にしていき
たいです。将来的には多くの分野で活躍できる
人材になれるよう頑張っていきたいです。


